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研究成果の概要（和文）：イタリア南部の有機農業は，独立した経営方針にもとづいた戦略を有する一方で，関
係者相互の緊密な連携により，基本的哲学と情報を共有することによって市場志向の大規模アグリビジネスに対
応している。デンマークでは，農家・酪農家間の堆肥およびエネルギー循環の仕組みとその発展に見られるよう
に，成熟した市場と政府を前提とした自律的な地域コミュニティを軸とする制度設計が観察される。これら二つ
のモデルは，日本，フィリピン，メキシコのような有機農業後発国では，地方分権化を推進し，緊密なコミュニ
ティ関係を活用すれば，小規模な生産者にあっても持続可能な農業経営が可能であることを示唆している。

研究成果の概要（英文）：In the South Italy, the small-scale organic farmers and distributors, which 
possess different management policies and strategies, can protect their activities against the large
 scale market-oriented agribusiness actors, by sharing the basic agriculture philosophy and 
information based on their close-knit relationships. On the other hand, in Denmark, as the 
recycling-oriented system of manures and energy between farmers and dairy farmers shows, a peculiar 
autonomous mechanism based on its matured market and government is designed. These cases suggest 
that even small-scale organic farmers in organic agriculture late comers such as Japan, Philippines 
and Mexico can enjoy sustainable management if the decentralization is promoted and rich community 
resources are well utilized.

研究分野： 社会経済学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)  本研究の当初の背景としては，以下

の３つの論点を参加者全員が共有したとい
うことに集約できる。第１には，悪しき競争
主義における病弊を是正する「新しい公共資
本」（松原：2011)として，有機農業を明確に
位置づけることが可能であるという理解で
ある。すなわち，これまでの研究代表者，研
究分担者，連携研究者の研究から，Ａ．スミ
スの『道徳感情論』における「共感」を基礎
とする社会ネットワークの重要性の認識が
必要であり，参加主体間に緊密な人間関係を
必要とし，またそれを育む有機農業にその意
義を確認できると考えられるのである。 
 
(2)  第２には，大陸東南アジア高地民社

会における高地民の国家をかわす優れた戦
略が，国家・市場と有機農業の関係を考える
際に多くの示唆を与えるという理解である。
中国南部辺境と大陸東南アジア諸国の国境
沿いの広大な山岳地帯 Zomiaには，総人口１
億に及ぶ多様な高地少数民族が，中国や周辺
王国による支配から逃れ，「統治されない」
政治体を作りあげてきた。高地民は，「市場」
において小規模な商取引を行いつつも，「市
場」に飲み込まれることなく最近まで固有の
文化と一定の生活水準を維持できた理由で
ある。それは，たとえば有機農業の「市場化」
のための有機認証の問題を考える際，有用で
ある。自給自足を目的とした自然農法では，
認証は全く意味を持たないし，顔の見える関
係を対象とした有機農業の場合も認証は不
要であるが，有機農業の持続性と近い将来の
GM 作物の台頭の可能性を鑑みるとき，今後は，
顕名度のより低い市場，つまり領域の広い市
場への対応を積極的に捉え直し，新たな対抗
戦略を提示する必要があるからである。 
 
(3)  最後に，大手アグリビジネスの経営

戦略を分割統治として解釈すると，有機農業
においては農業者間の有機農業技術などの
伝播過程を社会ネットワークの深化と捉え，
有機農業の意義をより立体的に理解するこ
とが可能であるとの予想があげられる。すな
わち，科学的農業は，しばしば知的所有権保
護のための相互監視制度などを通じて，戦略
的に農民間人間関係を断絶させ得るが，有機
農業の導入は，種子交換や情報交換を活発化
させ，切断された農民間の社会ネットワーク
を再生し，この種の分割統治への対抗戦略と
なり得るであろう。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，イタリアをはじめとする

欧州の有機農業に固有な発展戦略に着目す
ることによって，有機農業の後発国を対象に，
グローバル化に対応し得る戦略的な生産・流
通制度の枠組みを構築することである。ここ
で，本研究は，有機農業が，単に化学肥料や
農薬の投入を抑制し，在来種子の保全や少量

多品種の実践によって環境保全を実現する
だけでなく，農民の主体性や種子選択の自由
の復活と農民間の交流の活発化をもたらす
事実に着目する。有機農業は，農家経営の観
点からも，社会ネットワークの観点からも，
農民の福祉向上に寄与し得るのである。しか
し，グローバル化の中で有機農業の維持・発
展を可能とするためには，農産物の生産・流
通制度のさらなる変革が求められている。本
研究はこのような有機農業の喫緊の課題を
解決することに資する。 
 
３．研究の方法 
本研究は，有機農業における生産・流通過

程の国際比較研究である。有機農産物流通経
路を，(1)有機農産物の輸出を戦略的に行っ
てきたと思われるイタリア，(2)「産消提携」
を核とする日本，(3)生産者と消費者のコミ
ュニティ内の流通にとどまる傾向が残るフ
ィリピンとメキシコというように，有機農業
の普及・発展段階に応じて分類し，その上で，
先進的なイタリアをはじめとする欧州の経
験を参照しながら，(a)有機農民の世帯調査
から得られたデータ（個別農家経営，技術伝
播過程における社会ネットワーク，及び農慣
行の変化）と(b)有機農産物の流通経路をト
レースすることによって，流通業者調査から
得られたデータ（有機農産物の在庫管理，需
給調整，価格決定，販売量，販売額）のそれ
ぞれを分析することによって，有機農産物の
戦略的な生産・流通制度の設計を立案したい。 
 
４．研究成果 
（1） 本研究では，まず，(1)イタリア，

ドイツおよびスペインにおける有機農産物
の流通市場における実態調査によって，本研
究の比較対象軸を定め，(2)有機農業の生産
過程における社会ネットワークと各地域に
おける有機農産物市場の諸条件を検討し，新
しい基本仮説を導いた。欧州にあっても最大
レベルの規模の有機農業耕作地面積を有す
るイタリアでは，その生産地は中部や南部に
集中しているのに対して，消費市場はミラノ
市が立地する北部に偏っている。イタリアの
有機農業は，国内の地域内市場を重視しつつ
も，国際市場をも見据えた複眼的な市場戦略
によって発展してきたという作業仮説を，生
産者および流通業者への面接調査によって
確認，傍証することができた。他方，ドイツ
は，有機農業について，世界において最も先
進的であり，demeter 認証基準や国際有機農
業推進連盟（IFOAM）ほかの機関が有機農業
発展の推進力となってきた経緯をもち，欧州
最大規模の有機市場を有している。スペイン
は，これら２国の中間にあたり，近年，急激
に，生産および消費を拡大してきたが，他方
において，その対局にある遺伝子組換えトウ
モロコシの商業栽培を行っているという複
雑な国内事情がある。この点でスペインは，
フィリピンやメキシコと共通性を有してい



る。 
以上の事実発見をふまえ，ＥＵを「一国」

として捉えるとき，アジアやラテン・アメリ
カ地域への適用を考える際に，グローバル化
が進む国際市場の中での域内分業を軸とす
る新たな有機農業の市場戦略を提示するこ
とができる。 
 
（2） この間の欧州の有機農業調査から，

イタリア南部と北欧デンマークが，きわめて
対照的な，しかし，フィリピン，メキシコ，
そして日本の有機農業の市場戦略を考える
上で重要な事例であることが新たにわかっ
た。そこで，まずイタリアのシチリア島にお
ける生産者，流通両面の取り組みについて，
有機農産物の在庫管理，需給調整，価格決定，
販売量，販売額などのデータを収集し，国際
比較を行い，次のような結果を得た。すなわ
ち，シチリア島カターニャとパレルモにおけ
る生産者，流通業者および小売り業者の市場
戦略に固有な特徴は，基本的哲学を共有しな
がらも独立した経営方針（社会事業とのリン
ク，自然農法，技術開発，海外輸出中心など）
にもとづいて独立の戦略を採っているもの
の，他方で，関係者相互が緊密に連携し，情
報を共有している。このために，小規模な生
産者にあっても，持続可能性の高い農業経営
が可能である。 
日本においては，従来は「産消提携」志向

型が代表的であったが，市場志向型に向かう
生産者も増えている現状に鑑みると，それは
重要な示唆を有する。その代表例が，北海道
の有機酪農である。同様な性向は，フィリピ
ンやメキシコについても観察されるものの，
それは，主としてＮＧＯ主導によるものであ
る。遺伝子組換え種への対応が地方レベルに
任されていることも影響しているものの，参
加型有機認証制度（Participatory Guarantee 
System）が普及している地域においては，州
内の情報共有システムが生まれ，局地的市場
圏（Local Market Area）の発展の萌芽に結
びついているという観察を得ることができ
た。そこで，生産者，流通業者および消費者
間の社会ネットワークを通じた技術や情報
の伝播過程に着目し，その経緯と発展の可能
性についての分析をフィリピンについて展
開し，「イタリア・モデル」の地方（region）
レベルの妥当性を検証することができた。 
 
(3)  西欧（イタリア），東南アジア（フ

ィリピン），ラテン・アメリカ（メキシコ），
日本の有機農業の発展を考える上で，北欧諸
国の有機農業における関連業者の市場戦略
と政府の対応が，重要な意義を有することが
判明した。そこで，つぎにデンマークにおい
て，農家，酪農家，バイオマス関連産業，流
通業者および政府の連関に関する集中的な
文献調査および現地調査を計画・実施した。 
この結果，コミュニティ内の社会関係を土

台として，デンマークにおいて形成された，

農家・酪農家間の堆肥およびエネルギー循環
の仕組みとその発展経路が，グローバル化に
対応する基本戦略になり得る事例であるこ
とがあきらかとなった。それは，小国ゆえの
きめ細やかな行政対応を前提とした地域コ
ミュニティの自律的な制度である。市場メカ
ニズムによる資源配分システムとは一線を
画した，個々のコミュニティの社会関係を軸
とした制度設計がなされており，小規模なが
ら同様の機能を重視してきた研究対象国の
有機農家や有機農業関連業者が，ともすると
独立した小規模集落による生活単位に収束
しがちであったことと対照的である。その高
いパーフォーマンスは，高い生産性，強い国
際競争力，豊かな人間関係にもとづく高い幸
福度にも貢献していると解釈し得るもので
あり，対象国経済全体にも大きな示唆を与え
るものであることがあきらかになった。松原
（2017）の社会経済論の包括的論考や，地域
通貨と貧困における有機農業の意義に言及
した中西（Nakanishi:2018）が示唆するよう
に，西欧型モデルと北欧型モデルの意義につ
いて，今後，いっそうの精緻化と研究の発展
をはかりたいと考えている。 
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